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またこの目のうちにもう一つ進歩を求めようとすることです。」

９３年１１月１日2)－ルオーのシュアレス宛て書簡 １１

Ⅰ はじめに

連作油彩画《受難》Passion を筆頭にジョルジュ・ルオー Georges Rouault 

1) 本稿は『没後 50 年ルオー大回顧展』図録（出光美術館，2008 年 6 月 14 日発行）
掲載の拙稿「出光美術館所蔵のルオー未刊行版画作品について」および「基本データ
（109 点）」に加筆修正を行い，あらたに「Ⅳ その他の未刊行版画作品」を書き足
し，さらに註を加えたものである。

2) Georges Rouault － André Suarès, CORRESPONDANCE , Paris, Gallimard, 1960. 富永
惣一・安藤玲子訳『ルオーの手紙 ルオー＝シュアレス往復書簡』河出書房新社，
1971，p.117。以後 RSC と略記。p.は邦訳ページ数。
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（１７‐９８）の数々の世界的コレクションで知られる東京の出光美術館の収８１１５

蔵庫には，これまでほとんど公開されたことのない１０９点の版画作品が眠って

いる。そのほとんどがフランソワ・シャポンとイザベル・ルオー共編のカタロ

グレゾネ『ルオー全版画』3)には収録されておらず，たとえ収録されていたとし

ても参考図版としての掲載にとどまるものばかりである。二十年近くも前にな

るが，図録作成の調査に際し他のルオー作品とともにこれら《ミセレーレ》

MISERERE や《悪の華》LES FLEURS DU MAL の制作過程を示す版画作品の

数々を収蔵庫で見せられた時の興奮を今でも忘れることができない。本稿では

これらの版画コレクションを「ルオー未刊行版画作品」Œuvres gravées inédites 

de Georges Rouault と呼ぶことにする。

よく知られているように１３９９年に事故死した画商アンブロワーズ・ヴォラー

ル Ambroise Vollard（１６６‐９９）の遺族とルオーの間で，未完成作品の帰属を８ １３

めぐって起こされた厄介な訴訟の後，画家本人をはじめ父の遺志を継いだ娘イ

ザベル・ルオー Isabelle Rouault によってルオーの未完成作品に関する取り扱

いはそれまでにもまして一段と厳格なものとなった。事実，未完成のまま残さ

れたアトリエ作品の管理をはじめ作品の鑑定や印刷物の著作権などは今日，イ

ザベル亡き後ルオーの孫にあたるジャン＝イヴ・ルオー Jean-Yves Rouault が

理事長を務めるパリのジョルジュ・ルオー財団 la Fondation Georges Rouault に

よって一元的に管理されている。『ルオー全版画』の中でも，本人が自作と認

めなかった版画作品が市場に出た場合には破棄されることを訴える画家自身の

証言が紹介されているほどである4)。そのような事情を考慮し，またルオー家

からのたっての願いもあって，出光美術館はルオー財団に作品所有の事実を報

告したうえで，ルオー未刊行版画作品を研究者にもほとんど公開することなく，

長い間封印してきた。

3) François Chapon et Isabelle Rouault, ROUAULT. L’ŒUVRE GRAVÉ, t. I et t. Ⅱ , Monte-

Carlo, Éditions André Sauret, 1978. 柳宗玄・高階秀爾・坂本満訳『ルオー全版画』全
２巻，岩波書店，1979。以後カタログ番号などは CR と略記。p.は邦訳ページ数。

4) CR Ip.267, p.272。
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この度ルオー没後５０年を記念して出光美術館で開催される「ルオー大回顧

展」に際し，美術館を通してルオー財団に作品の一部公開を打診したところ，

１９点の内２５点に限り特別に参考資料 documentaires としての展示が許可され，０

同時に参考図版という名目で同展図録への掲載許可もおりた。これを機会に，

やや心許ない当時の調書をひもときながら，ルオー未刊行版画作品の概要を紹

介したいと思う。

なお本稿では「ルオー未刊行版画作品」の図版掲載は行わなかった。その代

わり末尾に「出光美術館所蔵のルオー未刊行版画作品 基本データ（１０９点）」

を掲げ，参考資料の２５点に関しては一覧表の注記に『ルオー大回顧展図録』（出

光美術館，２００８）の参考図版番号を記した。各作品には識別のため「未刊行版

０‐０画作品」の頭文字を取った OGI 番号（０１１９）を付している。

Ⅱ ルオーの未刊行版画作品の定義と特徴

まず本稿における「未刊行版画作品」œuvres gravées inédites の定義からはじ

めたい。この場合「未刊行」inédit とは一般に未だ公刊されていない qui n’a pas 

été édité ，あるいは未公開の qui n’est pas connu と言う意味である5)。本稿でも

未刊行をこの一般的な語義で使用しているが，「出光美術館所蔵のルオー未刊

行版画作品」と言う場合，いくつか限定的な意味が加わってくる。以下４項目

の定義（必要条件）としてまとめてみた。

定義１．ルオー自身が制作を途中まで進めながら，何らかの理由でその主題を

放棄し（sujet abandonné），版画作品としての印刷や公開を拒否した作品

（planche refusée ）であること。

5) LE NOUVEAU PETIT ROBERT , Paris, Dictionnaires Le Robert, 1994 。
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定義２．公刊された主題であっても，ルオー自身が出版や公開を前提に制作し

た作品ではなく，つまり最終ステート以外の試作的な性格を持った作品である

こと。具体的には第１ステートおよび数々の中間ステートの刷りをはじめ，最

終ステート以後の刷り，さらには銅版に太い斜線を数本入れて（rayé）廃棄し

た後の刷り，また色刷り版画では色分解（décomposition des couleurs ）された

墨版（planche pour le noir ）や色版（planche pour les couleurs ）による刷りであ

ること。

定義３．ルオーの没後，画家の原画に基づいて第三者が版画として仕上げた複

製版画作品いわゆるエスタンプ estampe であること。

定義４．従って公認のカタログ『ルオー全版画』には未収録か，あくまでも参

考図版としてしか掲載されていない作品であること。

厳密に言えば定義２にはこのほか，第１ステート以後の刷りの上にルオーに

よってパステルやグワッシュで加筆修正された作品が含まれている。しかしこ

れら加筆修正された未刊行版画作品と，版画作品を基底材としながらグワッ

シュや油彩などで完成された作品6)との境界は必ずしも明確ではない。本稿で

は，とくに独立した作品（タブロー）を想定せず，あくまでも次の版刻に向け

てパステルなどで加筆修正されたものをこの未刊行版画作品定義２の中に含め

た。

上記定義１から定義３までのうち少なくとも一つが，「出光美術館所蔵のル

オー未刊行版画作品」１０９点の各々に当てはまる。また定義４はすべての作品

に該当する。

ではそれらの特徴とは何であろうか。後述するように本コレクションはある

まとまった来歴を有している。従って全体は恣意的に寄せ集められた作品群と

6) CR ではこれらを一般に「類作」variante と呼んでいる。
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異なり，ある程度前所有者の収集に対する明確な意図を窺い知ることのできる

内容になっている。以下コレクションの特徴を５項目に分けて列挙してみたい。

特徴１．全１０９点の未刊行版画作品のほとんどが，単品ではなくある共通の性

格（同一の版画集や挿絵本，同一のステートなど）をそなえたグループとして

存在していること。その特性から全体は１１のグループに分類可能であること。

特徴２．１１グループの内約半数の４グループ５０点が銅版画集《ミセレーレ》

（全１００点の内５８点が１４９８年刊）に関連した作品であること。しかも５０点の内

３７点（一部主題が重複しているので正確には３３主題）が未刊行の不採用主題で

あり，これによってルオーが当初計画していた版画集《ミセレーレと戦争》

Miserere et Guerre の全体像１００点を7)，刊行された５８主題と未刊行の３３主題を合

わせた９１主題により復元的に考察可能となること。

特徴３．ちょうど同数の４グループ５０点が銅版画集《悪の華》（全５２点の内１４

点が１６９６年刊）に関連した作品であること。しかも５０点の内４９点（一部主題が

重複しているので正確には３７主題）が未刊行の不採用主題であり，これによっ

てルオーが当初計画していた版画集《悪の華》の全体像５２点を8)，刊行された

１４主題と未刊行の３７主題を合わせた５１主題により復元的に考察可能となること。

特徴４．さらにこの版画集《悪の華》に関連した５０点の内，刊行された主題の

１点を含む３６点が，エリオグラヴュール héliogravure au grain9)による第１ステー

トの刷りであり，当初の姿を留めることのきわめて希なルオーの油彩による原

画の状態を窺い知ることのできる貴重な作品群であること。

7) CR Ipp.44‐45, p.264。
8) CR Ip.20。
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特徴５．残りの３グループ９点が，色刷り銅版画の工程で刷師が色分解を行っ

て製版する墨版や色版による刷りであり，通常は破棄される試し刷りが残って

いること。これによって刷師がルオーの原画を目分量で数枚の銅版に色分けし，

１版に数色のインクを同時に詰めて印刷していくプロセスを窺い知ることがで

きること。

以上の５項目が当該コレクションの特徴である。たしかにこれら未刊行版画

作品は先にも述べたように，ルオー自身によって様々な理由からその主題は放

棄され，刷りは破棄され，作品の売買や公開は厳しく拒否されたものばかりで

ある。それにもかかわらず，画家自身の危惧や憂慮を十分に尊重し考慮した上

でこれら出光美術館所蔵のルオー未刊行版画作品を考察の対象にするならば，

本コレクションが銅版画集《ミセレーレ》および銅版画集《悪の華》の復元的

考察には不可欠の研究資料であるばかりか，色刷り銅版画における刷師の技法

的プロセスを知る上でも得難い情報を提供してくれる点で，ルオー版画研究に

とってきわめて貴重な作品群であることも事実であろう。

コレクションの来歴についても簡単に触れておきたい。出光美術館のルオー

未刊行版画作品１０９点は，入手の経路や時期のまったく異なる２つのコレク

ションから成り立っている。仮にこれらをコレクション A とコレクション B 

と呼ぶことにする。コレクション A には１０９点の９割近くを占める９６点が含ま

9) 19 世紀の後半に発見され，完成された一種の写真製版技法。「散粉（式）グラヴィ
ア」とも邦訳される。今日ではあまり使われなくなったグラヴィア印刷（写真凹版
法）の最も初歩的なもの。1852 年にイギリスの光化学者タルボットWilliam Henry Fox 

Talbot（1800‐1877）が発見し，1878 年に写真家のクリッチュ Karl Wenzel Klietsch 

（1841‐1926）がウィーンで完成。銅版の表面にアスファルト粉末を散粉し，裏面か
ら徐々に加熱してアスファルト粉末を銅版に融着させ，その上にカーボン・ティッ
シュ（ピグメント紙とも言う）に焼き付けた写真を転写。これを温湯で現像した後，
塩化第二鉄の溶液で腐食して原版を作成する。現行のグラヴィア印刷が銅円筒を用い，
高速大量印刷ができ，完全に機械化されているのに対して，この技法は製版こそ写真
技術によるものの，一枚ずつ手刷りでしか印刷できない点など，その刷り上がりの効
果はむしろ従来のアクアティント技法に近い。19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて，
この技法は高級美術印刷技術として愛用された。



ルオーの未刊行版画作品について －９９－

れている。一方コレクション B は，作品グループでいえば７番目の「銅版画

集《悪の華》不採用主題（sujet abandonné）の第１ステートの刷りにパステル

で加筆したもの」１３点がこれに相当する。すなわちこの１３点を除いた残りがコ

レクション A ということになる。このコレクション A であるが，じつは９６点

の未刊行版画作品以外にも，出光美術館所蔵作品に関していえば，刊行された

ルオーのフラピエ版石版画作品４８点と書籍《アンドレ・シュアレス著『サーカ

ス』（未刊）のための刷り見本》１点を含んでおり，コレクション A の総数は

１５点にのぼる。４

今回調査を進めて行くうちに判明したことは，コレクション A の大半が，『ル

オー全版画』公刊前の便宜的な版画作品カタログであったアラン・ウォフシー

編『ルオー版画作品』10)の収録作品そのもの（現物）に由来していたという事

実である。ウォフシー編カタログの掲載図版と本コレクションを詳細に比較検

討した結果，版画のステートをはじめルオーの筆跡による余白部分への書込や，

（ルオーとは異なる）手書きの限定番号にいたるまで両者は正確に一致してい

た11)。

ウォフシーによれば，カタログ掲載作品12)のほとんどが編者自身の個人コレ

クションに由来し，欠を補う意味でロサンゼルスの Harold P. & Jane F. Ullman 

コレクションと Grunwald Center for Grapfic Arts（UCLA）コレクションが加え

られ，それでも不足する１６点（多くは未刊行作品）については１９６６年の Kornfeld 

& Klipstein オークションカタログから図版のみを借用（小さなサイズで複製）

したという13)。以上のことがらから判断すれば，出光美術館所蔵のコレクショ

ン A は上記３つのコレクション中，とりわけ編者アラン・ウォフシーの個人

10) Alan Wofsy, GEORGES ROUAULT THE GRAPHIC WORK , London, Secker & Warburg, 

1976。ただし本カタログはルオーのオリジナル版画作品として疑わしいものまで含み，
また作品のステート記述などにも一部不正確な箇所がある。以後 AW と略記。

11) ただし巻末の「基本データ」中，AW 番号にカッコをつけたコレクション A の 11 

点に関しては AW カタログに相当するものがなかった。
12) AW はカタログ番号で 353 件を登録するが，そのうちの 20 点に関してはステート
の異なる作品を他に 1 点収録しているため，AW 登録目録の総数は 373 点である。

13) AW p.9。
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コレクションに由来する可能性がきわめて高いことがわかる14)。

コレクション B の来歴に関しては，残念ながら今のところ何もわかってい

ない。

Ⅲ 出光美術館所蔵の未刊行版画作品１０９点を構成する１１グループの概要

全体を大きく銅版画集《ミセレーレ》関連作品，銅版画集《悪の華》関連作

品，挿絵本色分解関連作品の３部門に分類し，さらに作品の状態や制作のプロ

セスなどを考慮して１１グループに下位分割した。詳細なデータは「基本デー

タ」に譲るとして，以下各グループの概要を報告したい。

１．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》の中間ステートあるいは最終ステー

ト以後の刷り

最初のグループは定義２あるいは定義１の意味で「未刊行版画作品」である。

すべて刊行された５８主題に含まれるものばかりだが最終ステートそのものはな

い。ジャックマン夫人工房 Chez Madame Jacquemin における１２９７年の印刷後，

おそらく刷師モーリス・ポタンMaurice Potin の工房で手が加えられたと思わ

れるものが５点ほどある。ポタン工房に由来する最終ステート以後の刷りはい

ずれも銅版が平滑にされた結果中間トーンが消え，仕上がりに満足できなかっ

たルオーによって結局破棄された15)。

２．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の

中間ステートあるいは最終ステート以後の刷り

この２主題は刊行された版画集《ミセレーレ》に含まれておらず定義１の意

味で「未刊行版画作品」である。いずれもポタン工房での手直しであろう。中

14) AW 未収録の 11 点もこの個人コレクションに由来する可能性はあり得る。
15) 『ルオー全版画』は 58 主題の内 43 主題を参考資料として小さな図版で紹介してい
る。CR152‐CR197（内 3 主題には後刷りも加えられているため図版総数は 46）。
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間ステート２点の余白左下には腐食の段階を示すスケール（１２段階のグラデー

ション）が印刷されている。《キリストと盗賊》の主題はその後油彩画でも描

き直された。

３．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の

色刷り石版画による中間ステートおよび最終ステートの刷り

イザベルによるとこれら２主題の「使用された製版工程は写真版の機械的な

工程」によったものである。しかも画家と生前のヴォラールとの協定によって

「この聖骸布とサーカスの１図は廃棄された aboli」16)ため，『ルオー全版画』へ

は収録されていない。画家自身は市場に出回った当該作品の破棄や回収を強く

訴えている。したがってこれら色刷りの４点は定義１の意味で「未刊行版画作

品」である。石版画はオーギュスト・クロ Augusre Clot の工房が手がけた17)。

《聖骸布》には３色が，《見世物小屋の呼び込み》には７色が使用されている

のが試し刷りからわかる。

４．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の

廃棄（rayé）後の刷り

すべての版に廃棄のためドライ・ポイントによる斜線が入れられ，刷の余白

下部にはこれら初期エリオグラヴュール版（ステート）が無効である旨のル

オーによるペンとインクによる書込がある18)。版画集《ミセレーレ》５８点の原

９９年刷師ロジェ・ラクリエール版は版画集《悪の華》１４点の原版とともに，１３

Roger Lacourière（１８８２１６‐９６）の指導下で廃棄と書込が行われているため19)，

ここに集められた不採用主題の廃棄もその頃行われたものと推測される。廃棄

時における各主題のステートは様々で，ほとんど手をつけていない初期ステー

16) CR Ip.267。
17) CR Ip.44, note 193。
18) “Planches primitives hélios rayées GR”あるいは“Etat primitif hélio rayée nul GR”。
詳細は「基本データ（109 点）」を参照のこと。

19) RSC p.421，1939 年 2 月 12 日および CR Ip.268。
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トがあるかと思えば，かなり版刻の進んでいるものもある。定義１および定義

２の意味で「未刊行版画作品」である。

５．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《「悪の華」のための１４枚の銅版画》

のエリオグラヴュールによる第１ステートの刷り

銅版画集《「悪の華」のための１４枚の銅版画》の中で最も印象的な主題の出

発点を示す貴重な刷りである。「未刊行版画作品」の定義２に該当する。おそ

らく１２９５年頃，銅版画集《ミセレーレ》の時同様，刷師マッカールMacquart 

の工房でルオーの油彩原画が写真製版技法によって銅版に転写された20)。最終

ステートと比較すると，左右の壁が鎧戸に変わった外は基本的に原画の調子が

良く保たれている。

６．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》不採用主題（sujet abandonné）

のエリオグラヴュールによる第１ステートの刷り

公刊された《悪の華》１４点以外の主題３８点の内，ここには３５点が揃っている。

しかもすべてが写真製版直後のものであり，ルオーの最初の構想を知ることの

できるまたとない作品群である。主題の明暗はいずれも鮮明であり，不鮮明な

主題が多かった《ミセレーレ》の場合とはこの点でおおきく異なっている。中

にはその後色刷り銅版画による《悪の華》の主題へと引き継がれていったもの

もある21)。各タイトルはウォフシー編『ルオー版画作品』によった。きわめて

貴重な作品群ではあるが，すべて破棄された主題であることから定義１の意味

で「未刊行版画作品」である。

20) CR Ip.20, pp.44‐45。
，OGI075（CR278） ，OGI079（CR285）21) OGI073（CR276） ，OGI076（CR275） ，OGI086 

（CR274）。



０ルオーの未刊行版画作品について －１３－

７．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》不採用主題（sujet abandonné）

の第１ステートの刷りにパステルで加筆したもの

いずれも《悪の華》不採用主題の第１ステート（エリオグラヴュール）の刷

りの上から，白や黒のパステルで次の版刻のための修正が加えられている22)。

多くの作品には「初期の試し刷り Epreuve primitive」「保留のこと À réserver」

「再考のこと À revoir」などの書込がある。このいわゆるコレクション B に相

当する《悪の華》１３主題の中には，コレクション A の第６グループに存在し

ない２主題が含まれている23)。公刊された１４主題に，コレクション A の３５主題

とこのコレクション B の（コレクション A にない）２主題を加えた合計５１主

題は，当初５２主題あったとされるルオーの銅版画集《悪の華》構想のほぼ全容

を示すものと言ってよかろう。一方で重複する１１主題（第６グループと第７グ

ループの（A）と（B））について比較検討すれば，実現されることはなかった幻

の第２ステートを推測することも可能である。第６グループ同様，これらも定

義１の意味で「未刊行版画作品」である。

８．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》のための新しい習作（nouvelle 

étude）のエッチングによる第１ステートの刷り

９７年刷師ジャックマン《悪の華》１４主題は《ミセレーレ》５８主題とともに１２

の工房で印刷された。両版画集の主題は以後新しい刷師のもとで様々な試みが

なされたが，その中の１点がルオーにしては珍しいこのエッチングの線だけに

よる習作である。イザベルによれば，刷師は不明だが，１３９０年以降に版刻され，

数枚の試し刷り後，ルオーによって廃棄された24)。したがって定義１の意味で

22) 『ルオー全版画』において，イザベルは《悪の華》14 点の採用主題に関して同様
の修正を行ったものを「b ステート」として位置づけ図版掲載している。CR214b‐227b。

23) AW 番号が空欄の OGI089 と OGI096。出光図録（2008）では OGI090《悪の華》［ベ
アトリーチェ（浄福を授ける女）2］（B）を［ベアトリーチェ（浄福を授ける女）3］
として別主題にしていたが，その後これが［ベアトリーチェ（浄福を授ける女）2］
と同一主題（同一銅版画）であることが判明した。

24) CR IIp.76。
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「未刊行版画作品」である。『ルオー全版画』はこのほか，エッチングとシュ

ガー・アクアティント併用や，メゾティントのみによる新たな習作を紹介して

いる（CR228‐CR231）。

９．CIRQUE 挿絵本《サーカス》（未刊）不採用主題（sujet abandonné ）の

色版（planche pour les couleurs ）を除く，墨版（planche pour le noir ）に

よる中間ステートの刷り

８８１４アンドレ・シュアレス André Suarès（１６‐９８）が本文を書いた未刊の挿

絵本《サーカス》のために，ルオーは１３９０年に８主題の色刷り銅版画を刷師

モーリス・ポタンの下で完成させ，印刷させた。本作品はその際採用されな

かった２主題の内の１点である。ルオーは２主題の出来に不満で破棄を願っ

た25)。したがって定義１の意味で「未刊行版画作品」である。主題はよく似て

いるものの，本作は次の刷師ロジェ・ラクリエールが版刻した《オーギュス

ト》の墨版とは構図の細部で異なっており，両者は別作品である。

１．CIRQUE DE L’ÉTOILE FILANTE 挿絵本《流れる星のサーカス》の墨０

版（planche pour le noir  ）を除く，色分解（décomposition des couleurs）

された色版（planche pour les couleurs ）による中間ステートの刷り

シュアレスに代わってルオーが本文を入れた挿絵本《流れる星のサーカス》

（１３９８年刊）は，ルオーの信望厚い刷師ロジェ・ラクリエールによって原画が

版刻された。刷師は色版用に２枚の銅版（A）と（B）を作成し，各色専用のタン

ポ poupée を用いてインク詰めする「ア・ラ・プぺ」à la  poupée と呼ばれる技

法で巧みに色刷りし，１３色を重ね合わせた（C）。これに墨版が加われば主題は

完成する。とはいうものの公開を前提としておらず，やはり定義２の意味で

「未刊行版画作品」である。

25) CR Ipp.272‐273。その後ルオーは挿絵本の著者シュアレスに宛てて「唯一の危険は
P［ポタンのこと：筆者註］の所での色の問題です。」（RSC p.353，1932 年 5 月 4 日）
と書き送っている。
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１１．FLEURS DÉCORATIVES 《装飾的な花》（ルオーの油彩画に基づくエス

タンプ）の墨版（planche pour le noir  ）および色分解（décomposition des 

couleurs ）された色版（planche pour les couleurs ）による最終ステートの

刷り

ルオーの没後１６９０年に，画家の油彩画《飾りの花》 Fleurs décoratives 

（DR2270）26)に基づいてラクリエールの工房で複製版刻されたいわゆるエスタ

ンプ estampe の一種であり，これは定義３の意味で「未刊行版画作品」である。

墨版に加えて３枚に分けられた色版が，２２色を重ねた完成作とともに完全に

揃っている点でたいへん貴重な作例であると言える。刷り上がりを想定しなが

ら刷師によって自由に描かれた「ア・ラ・プペ」の特色が遺憾なく発揮された

作品でもある。

Ⅳ その他の未刊行版画作品

もちろん出光美術館所蔵の未刊行版画作品１０９点が，ルオー未刊行版画作品

の全てではない。そこでここでは『ルオー全版画』の記述に基づき，出光コレ

クションに含まれない主要な未刊行版画作品の４グループを紹介することで，

ルオー未刊行版画作品の全貌を把握したい。いずれも何らかの理由で画家に

よって破棄され，または出版や公開が許可されなかった作品ばかりである。た

だし誤って市場に出回っている作品を識別する目的で，『ルオー全版画』は参

考資料と断って小さな図版を掲載している。

１．GROTESQUES 色刷り銅版画集《グロテスクな人物たち》：８点（CR206‐CR213）

ルオーは早くも１１９３年，「ミセレーレ」などと並び「女たちとグロテスクな

人物たち」と題されたシャンソン入りの版画集を構想している27)。１２９６年１０月

26) DR は，Bernard Drival et Isabelle Rouault, ROUAULT. L’ŒUVRE PEINT, t. I et t. Ⅱ , 

Monte-Carlo, Éditions André Sauret, 1988. 柳宗玄・高野禎子訳『ルオー全絵画』全 2 

巻，岩波書店，1990 の略。p.は邦訳ページ数。
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から画家は色刷り銅版画 eaux-fortes en couleurs の新たな研究を始めるが28)，フ

ラピエ版石版画集《グロテスクな人物たち Grotesques 》（1927‐29，CR335‐

CR341）の制作とも平行しながら，１２９８年から３２年にかけて同主題を刷師ポタ

ンのもとで試みたのが本シリーズである。結局出来に不満であった画家は試し

刷りの破棄を願った29)。淡彩による下絵と試し刷りの一部は現在ボルドー美術

館に保存されている30)。

２．RÉINCARNATIONS DU PÈRE UBU 銅版画集《ユビュおやじの再生》

ミニアチュール版（Édition miniature）：２３点（CR31‐CR53）

ヴォラールの著作『ユビュおやじの再生』の挿絵制作をほぼ終えていた１２９８

年から３２年にかけ，著者は画家に挿絵の目次用図版一覧を銅版画によるミニア

チュールで作ってみないかと提案した。著者自ら「小型」本 une édition 《en petit 

format 》と呼んだヴォラールの巧妙な誘いをいったんは引き受けたものの，お

そらくルオー自身がポタン工房での作品の出来に満足できず，あるいは過剰な

仕事量に耐えきれず31)，結局これらの試みは放棄され，正式に出版されること

はなかった32)。

３．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》のための新しい習作（nouvelle 

étude）（２）：７点（CR237‐CR239）

先に紹介した「《悪の華》のための新しい習作」はいずれもエッチングやメ

27) CR Ip.8 。
28) ルオーのシュアレス宛書簡「色刷り版画を作らねばなりません。（今やっているの
とは別のもので，特殊な研究を重ねているので他言しないで下さい。）」。RSC p.299，
1926 年 10 月 26 日。

29) CR Ip.272 。
30) CR Ip.282 。
31) ルオーのシュアレス宛書簡「ミニアチュール本のための 100 点近い小型銅版画の廃
止…大量の目次用デッサンの廃止…これで仕事全体に目途がつきます」。RSC p.353，
1932 年 5 月 4 日。

32) CR Ip.136 。
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ゾティントなど，ルオーにとって新たな技法（とおそらく新たな刷師のもと）

での同主題への挑戦であった。これとは別に，おそらく１２９８年から３２年にかけ

て《悪の華》の出版された１４主題の内の７主題が刷師ポタンのもとで作り直さ

れた。他のポタン作品と同様，ルオーは刷り上がりに満足できず，結局これら

も破棄された33)。

４．PASSION 挿絵本《受難》のための最初の試案（premiers projets）：１５点

（CR290‐CR304）

シュアレス著『受難』のための色刷り銅版画による最初の試案である。これ

まで紹介して来た《ミセレーレ》の後刷り（５８点のうち４３点），シュアレスの

《サーカス》（未刊，８点），色刷りの《グロテスクな人物たち》（８点），《ユ

ビュおやじの再生》ミニアチュール版（２３点），《悪の華》の後刷り（１４点のう

ち７点）と同様，この試案もポタンのもとで試みられたが，結局ルオーにとっ

て満足のいく結果が得られず不採用に終わった。《受難》の試案は，先の《グ

ロテスクな人物たち》の試案とともに，現在ボルドー美術館のコレクションと

なっている34)。

Ⅴ 未刊行 inédit が意味するもの－むすびにかえて

最後にルオーの未刊行版画作品が意味するものについて考えてみたい。未刊

行 inédit の問題は当然のことながら未完成 inachvé の問題と深く関わっている。

もちろんルネサンス以来の概念である non finito（未完成）とも無関係ではな

い35)。冒頭のエピグラフで紹介したルオーの言葉からもわかるように，画家は

常に自己に対しておおいなる不満足を抱きつつ制作にたずさわっていた。ル

33) CR IIp.76, p.85 。
34) CR IIp.200 。
35) J.A.Schmoll, herausgegeben von, DAS UNVOLLENDETE ALS KÜNSTLERISCHE 

FORM : EIN SYMPOSION , Bern, Francke Verlag, 1959 。中村二柄他訳『芸術における
未完成』岩崎美術社，1971，1991.を参照のこと。
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オー自身によって生前から「未完成の絵」peintures inachvées と呼ばれていた

９９１３油彩画（１２‐９９）が６７点ほど知られている36)。イザベルによれば，ルオー

はヴォラールとの契約によって，署名した作品だけを完成作と認めた37)。版画

作品に関しても同じことが言える。

版画集の《ミセレーレ》と《悪の華》について言えば，最初の構想１００点＋

５２点の計１５２点のうち，画家自身がサインと年記を入れて完成したのは５８点＋

１４点の計７２点であり，単純計算すれば全体の４７％にしかすぎない。つまり半数

以上が「未完成」のまま残されたわけである。今回これらすべてが未刊行版画

作品として取り扱われているのは言うまでもない。完成へ至らなかった理由は

様々に考えられようが，最大の理由は先のルオーの制作における不満足，つま

り永遠に終わることのない「形態，色彩，調和」の追求であろう38)。これは未

刊行の内在的な理由である。

未刊行の理由は画家の内部にのみ求められるわけではない。すでに述べたよ

うに，《ミセレーレ》の主題を色刷り石版画へと機械的に移し替えた刷師オー

ギュスト・クロの仕事や，とりわけ１２９８年から３２年にかけてルオーの全ての版

画制作にかかわった刷師モーリス・ポタンの仕事に対し，ルオーはその職人的

技巧に納得がいかず，結局受け入れを拒否した。これは未刊行のいわば外在的

な要因である。

未刊行にはもう一つ大きな理由がある。それは画商ヴォラールの存在である。

もちろん画家と画商は出身や性格や価値観など多くの点で相違があった。しか

しただ一点で二人はたいへんよく似ていた。それは自己の芸術観の実現に向け

た異常なまでの執念である。あるいは悠揚迫らざる態度といった方が当たって

36) DR2137‐2203。
37) DR IIp.192 。
38) 最近の研究では，Angela Lampe, Work in progress : Les œuvres inachvées in GEORGES 

ROUAULT 《FORME, COULEUR, HARMONIE 》, Strasbourg, Musées de Strasbourg, 2006, 

pp.214‐235 を参照のこと。彼女は，近年ルオー財団が発見した画家の切り抜きファイ
ル（ルーヴル美術館所蔵のエジプト彫刻や壁画の図版など）をもとに，パリの国立近
代美術館が遺族から寄贈を受けて所蔵する「未完成作品」を新たに論じている。
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いるのかも知れない。ヴォラールは画家の性格を完全に見抜いた上で，計画中

の版画集が満足のいくものになるまで放置し，決して出版を焦らせることはな

かった。一方のルオーは窮地に陥ることを覚悟の上で，画商がさりげなく示し

た新たな提案や執行猶予に不平不満を募らせながらも，最大限それらを利用し

た。画家と画商の間には，じつに四半世紀にわたりたえず熾烈な駆け引きの火

花が散っていた39)。１２９４年１１月１４日付け『パリ‐ジュルナル』紙に掲載された

ルオーへのインタビューはその間の事情を間然するところなく伝えてくれる。

－何故貴方は作品を全く展示しなくなったのですか。

ルオー「ヴォラールが，私が展示するのを好まないからです。」

－しかし，アンブロワーズ・ヴォラールは，展覧会をしたがらないのは貴方の

方だと主張していますよ。

ルオー「確かにそれは本当です。私の作品はすべて描きかけなので，完成した

時にだけそれらをお見せするのです。とは言っても，私が展示しないのは確か

にヴォラールのせいなのです。彼は私を仕事攻めにしています。彼は私に多す

ぎる程の本の挿絵を描かせています。版画一点ごとに一枚の油絵を描くように

要求します。最初は白黒だけにしておこうと考えたのですが，後で全部の絵に

少し色付けし始めました。結局数点の作品を徹底的に描き込んだのですが，結

局は，すべてを同じ程度に仕上げるまではこれらの絵を展示したくなくなった，

というわけなのです。」40) 

どうも未刊行の理由の一半は画商ヴォラールにあったようだ。もっと正確に

言えば，互いが自己の芸術実現に向けて強い確信を抱きながら，画商の仕掛け

39) 最近の研究では，Rebecca A. Rabinow, Vollard and Rouault in CÉZANNE TO PICASSO : 

AMBROISE VOLLARD, PATRON OF THE AVANT-GARDE , New York, The Mertopolitan 

Museum of Art, 2006, pp.162‐170 を参照のこと。彼女は，1913 年から 1939 年に至る
ルオーとヴォラールの関係を，その契約書の具体的な内容（点数，サイズとその代価，
引き渡し条件など）にまで踏み込んで論じている。

40) DR Ipp.351‐352。
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た策略に確信犯的に（まんまんと）はまっていった画家の決意（予想通りの選

択）にあったということか。

出光美術館が所蔵する百余点の未刊行版画作品は，完成作品にも増してル

オー芸術の秘密について多くを語ってくれる。いや死に至るまで筆を置くこと

を遅延し続けた画家の作品はすべてが「制作中」en cours d’exécution41)であり，

その意味でルオーの作品はすべてが「未完成」であるとも言える。「芸術は未

完に始まり未完に終わる」というベネデット・クローチェの言葉は，ルオー芸

術にこそふさわしいのかも知れない。

41) DR IIp.192 。
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出光美術館所蔵のルオー未刊行版画作品 基本データ（１０９点）

OGI CR AW ID 作品名（版画集・挿絵本） 制作年 技 法 ステート

１．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》の中間ステートあるいは最終ステート以後の刷り（１３点）

００１ ５４e １０８ ３２０４‐１ １‐１ 《ミセレーレ》１ 神よ，われを憐みたまえ… １９２３ HG，SA，A，DP，B，パステル・紙 最終ステートに加筆
００２ ５５b １０９A ３２０４‐２ １‐２ 《ミセレーレ》２ イエスは辱しめられ… １９２２頃 HG，SA，R，B・紙 第２ステート
００３ （５８） １１２A ３２０４‐３ １‐３ 《ミセレーレ》５ 罠と悪意のこの世で，孤独 １９２８‐３２ HG，SA，A，R，B・紙 最終ステート以後の刷り
００４ （６３） １１７A ３２０４‐４ １‐４ 《ミセレーレ》１０ 悩みの果てぬ古き場末で １９２８‐３２ HG，SA，DP，B・紙 最終ステート以後の刷り
００５ ６４a １１８A ３２０４‐５ １‐５ 《ミセレーレ》１１ 明日は晴れるだろう…（A） １９２２頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
００６ ６４b （１１８）３２０４‐６ １‐６ 《ミセレーレ》１１ 明日は晴れるだろう…（B） １９２２頃 HG，SA，R，DP・紙 第２ステート
００７ （７２） １２６A ３２０４‐７ １‐７ 《ミセレーレ》１９ 弁護士は空々しい言葉で… １９２８‐３２ HG，SA，R，DP，S，B，パステル・紙 最終ステート以後の刷りに加筆
００８ （７６） １３０A ３２０４‐８ １‐８ 《ミセレーレ》２３ 孤独者通り １９２２ HG，SA，R，DP・紙 第４ステートと最終ステートの中間

００９ ７７f （１３１）３２０４‐９ １‐９ 《ミセレーレ》２４ “冬，大地の癩病” １９２８‐３２
HG，SA，A，R，DP，B，パステル，
グワッシュ・紙

最終ステート以後の刷りに加筆

０１０ ７９b １３３A ３２０４‐１０ １‐１０ 《ミセレーレ》２６ 渇きと恐れの国では １９２３頃 HG，SA，R・紙 第２ステート
０１１ ８７c １４１ ３２０４‐１１ １‐１１ 《ミセレーレ》３４ “廃墟すら滅びたり” １９２６ HG，SA，A，R，DP，S，グワッシュ・紙 最終ステートに加筆
０１２ ９８c １５２A ３２０４‐１２ １‐１２ 《ミセレーレ》４５ 刺草の床から出たとたん… １９２２ HG，SA，DP，B・紙 第３ステート
０１３（１０６） １６０A ３２０４‐１３ １‐１３ 《ミセレーレ》５３ 七つの剣の悲しみを負う聖母 １９２９ HG，SA，A，R，S，B・紙 最終ステート以後の刷り

２．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の中間ステートあるいは最終ステート以後の刷り（３点）

０１４（１３４） １６６ ３２０３‐１ ２‐１ 《ミセレーレ》［十字架の道］ １９２８‐３２ HG，SA，A，R，B・紙 中間ステート
０１５（１４４） １６７A ３２０３‐２ ２‐２ 《ミセレーレ》［キリストと盗賊］（A） １９２８‐３２ HG，SA，A，R，B・紙 中間ステート
０１６（１４４） １６７B ３２０３‐３ ２‐３ 《ミセレーレ》［キリストと盗賊］（B） １９３０ HG，SA，A，R，B・紙 最終ステート以後の刷り

３．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の色刷り石版画による中間ステートおよび最終ステートの刷り（４点）

０１７ ８２ ３２０６‐１ ３‐１ 《ミセレーレ》聖骸布（A） １９２５ 石版画，パステル・紙（色刷り：３色） 最終ステート
０１８ （８２） ３２０６‐２ ３‐２ 《ミセレーレ》聖骸布（B） １９２５ 石版画・紙（色刷り：３色） 中間ステート
０１９ ８３ ３２０６‐３ ３‐３ 《ミセレーレ》見世物小屋の呼び込み（A） １９２５ 石版画・紙（色刷り：７色） 最終ステート
０２０ （８３） ３２０６‐４ ３‐４ 《ミセレーレ》見世物小屋の呼び込み（B） １９２５ 石版画・紙（色刷り：７色） 中間ステート

４．MISERERE 銅版画集《ミセレーレ》不採用主題（sujet abandonné）の廃棄（rayé）後の刷り（３０点）

０２１（１１５） １８９ ３２０２‐１ ４‐１ 《ミセレーレ》“悪人を悪から遠ざけるのは…” １９３９頃 HG，SA，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２２（１１６） １８８ ３２０２‐２ ４‐２ 《ミセレーレ》…いら草の床より出しとき（１） １９３９頃 HG，SA，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２３（１１８） １８７ ３２０２‐３ ４‐３ 《ミセレーレ》我がうるわしの国，今いずこ（３） １９３９頃 HG，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２４（１１９） ２００ ３２０２‐４ ４‐４ 《ミセレーレ》［兵士たち］ １９３９頃 HG，B，S・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２５（１２０） １９１ ３２０２‐５ ４‐５ 《ミセレーレ》自分の星を信ずるギヨームは… １９３９頃 HG，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２６（１２１） １９４ ３２０２‐６ ４‐６ 《ミセレーレ》我がうるわしの国，今いずこ（２） １９３９頃 HG，SA，DP・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２７（１２２） １９３ ３２０２‐７ ４‐７ 《ミセレーレ》汝の畑を悪魔の種子蒔くに… １９３９頃 HG・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２８（１２４） １９２ ３２０２‐８ ４‐８ 《ミセレーレ》悪しき穀物は明日にも生えん（２） １９３９頃 HG，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０２９（１２５） １９７ ３２０２‐９ ４‐９ 《ミセレーレ》悪しき穀物は明日にも生えん（３） １９３９頃 HG，SA，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３０（１２６） １９６ ３２０２‐１０ ４‐１０ 《ミセレーレ》悪しき穀物は明日にも生えん（４） １９３９頃 HG，DP・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３１（１２７） ２０３ ３２０２‐１１ ４‐１１ 《ミセレーレ》刈り取られた若い矢車菊 １９３９頃 HG，DP，R・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３２（１２８） １９０ ３２０２‐１２ ４‐１２ 《ミセレーレ》雄弁な政治家たちは母親たちを… １９３９頃 HG，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３３（１２９） １８４ ３２０２‐１３ ４‐１３ 《ミセレーレ》…見捨てられた十字架のイエス… １９３９頃 HG，SA，DP，R，B，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３４（１３０） １８２ ３２０２‐１４ ４‐１４ 《ミセレーレ》そしてかじられる骨のように… １９３９頃 HG，DP，B，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３５（１３２） １８０ ３２０２‐１５ ４‐１５ 《ミセレーレ》眼に見える意味でか… １９３９頃 HG，SA，DP，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３６（１３４） １７８ ３２０２‐１６ ４‐１６ 《ミセレーレ》［十字架の道］ １９３９頃 HG，SA，DP，R，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３７（１３５） １７４ ３２０２‐１７ ４‐１７ 《ミセレーレ》孤児たち １９３９頃 HG，R，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３８（１３６） １８６ ３２０２‐１８ ４‐１８ 《ミセレーレ》“神は塩も辛子もつけない肉と…” １９３９頃 HG，SA，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０３９（１３７） １９８ ３２０２‐１９ ４‐１９ 《ミセレーレ》ああ，わが鳩よ，人生は夢だ １９３９頃 HG，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４０（１４０） １７５ ３２０２‐２０ ４‐２０ 《ミセレーレ》［娼婦たちと工場］ １９３９頃 HG，SA，DP，R，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４１（１４１） １７７ ３２０２‐２１ ４‐２１ 《ミセレーレ》死者たちの入江（２） １９３９頃 HG，SA，DP，R，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４２（１４２） １９９ ３２０２‐２２ ４‐２２ 《ミセレーレ》悪魔よ，退け １９３９頃 HG，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４３（１４３） １８１ ３２０２‐２３ ４‐２３ 《ミセレーレ》［見捨てられた者］ １９３９頃 HG，SA，R，DP，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４４（１４５） １７６ ３２０２‐２５ ４‐２４ 《ミセレーレ》イール・ド・フランス １９３９頃 HG，SA，R，DP，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４５（１４６） ２０１ ３２０２‐２６ ４‐２５ 《ミセレーレ》“バビロンの流れのほとりで” １９３９頃 HG，B・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４６（１４７） ２０２ ３２０２‐２４ ４‐２６ 《ミセレーレ》ふたつの黒茨の生垣の間に… １９３９頃 HG・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４７（１４８） １８５ ３２０２‐２７ ４‐２７ 《ミセレーレ》ヴェルレーヌ １９３９頃 HG，DP，R・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４８（１４９） １９５ ３２０２‐２８ ４‐２８ 《ミセレーレ》秋 １９３９頃 HG，DP，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０４９（１５０） １８３ ３２０２‐２９ ４‐２９ 《ミセレーレ》見世物小屋の呼び込み １９３９頃 HG，SA，DP，R，P・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）
０５０（１５１） １７９ ３２０２‐３０ ４‐３０ 《ミセレーレ》生まれつきのよい心の中に… １９３９頃 HG，A，DP・紙 廃棄（rayé）後の刷り（中間ステート）

５．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《「悪の華」のための１４枚の銅版画》のエリオグラヴュールによる第１ステートの刷り（１点）

０５１ ２２４a ２５９ ３２０５‐２６ ５‐１ 《「悪の華」のための１４枚の銅版画》１１“生者並…”１９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
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凡 例
１）「作品番号」の略号は，OGI＝出光美術館所蔵ルオー未刊行版画作品番号，CR＝『ルオー全版画』作品番号，AW＝アラン・ウォフシー編『ルオー版画作品』作品番号，ID 
＝出光美術館所蔵作品番号。また番号のカッコ表記は同一主題で別ステートの作品を示す。

２）「作品名」のうち，すでに『ルオー全版画』に収録されているものは適宜短縮して表記した。また『ルオー全版画』にない《悪の華》に関しては AW 記載の作品名を邦訳し
た。邦訳に際し『ボードレール全集１ 悪の華』（筑摩書房，１８９３）の阿部良雄訳を参照した。

３）「技法」の略号は，HG＝エリオグラヴュール，SA＝シュガー・アクアティント，A＝アクアティント，DP＝ドライ・ポイント，R＝ルーレット，E＝エッチング，B＝バー
ニッシャー，S＝スクレイパー，P＝磨ぎ出し。

４）「サイズ」の略号は，I サイズ＝イメージサイズ，PM サイズ＝プレートマーク（プレスした時に紙に付く銅版縁の凹み）サイズ。ルオーの場合，一般的に最終ステートで銅
版はイメージサイズに合わせて切断され印刷されている。表記は縦 X 横 cm。

５）「刷師」のカッコ表記は編者の推定を示す。

書 込 み I サイズ PM サイズ 紙サイズ 刷 師 注 記

１９２３GR（左下） ５７．５×４２．０ ６４．６×５０．５ （Jacquemin）
５５．５×４０．７ ６０．２×４５．１ ６４．９×４９．９ （Jacquemin）
５８．０×４１．８ ６５．６×５０．３ （Maurice Potin）
５６．７×４２．０ ６５．４×５０．５ （Maurice Potin）
５１．１×３５．５ ５３．３×３８．８ ６２．７×４８．０ （Jacquemin）
５０．６×３５．８ ５３．５×３９．０ ６４．６×４９．４ （Jacquemin）
５３．６×４０．９ ６５．１×５０．４ （Maurice Potin）

１９２２GR（右下） ３６．５×５０．８ ４４．３×６１．８ （Jacquemin）

１９２２GR（右下） ５１．３×３６．５ ６０．２×４４．５ （Maurice Potin）

４１．２×５８．０ ４３．６×６０．３ ５０．５×６５．１ （Jacquemin）
G Rouault１９２６（左下） ５８．２×４４．６ ６５．１×５０．８ （Jacquemin）
G Rouault１９２２（余白下） ５４．３×３３．５ ５５．８×３９．８ ６４．８×５０．０ （Jacquemin）
G Rouault１９２９（左下） ５７．４×４０．７ ７３．５×５６．７ （Maurice Potin）

５８．４×４２．３ ６１．３×４６．２ ６５．３×５０．５ （Maurice Potin）
５２．５×４５．５ ５６．５×４８．０ ６５．５×５０．５ （Maurice Potin） CR 日本語版図版は１４４と１４７が逆

G Rouault１９３０（左下） ５２．６×４５．６ ６０．８×５０．１ （Maurice Potin） CR 日本語版図版は１４４と１４７が逆

Georges Rouault（右下） ５７．８×４４．７ ６５．５×５０．６ Auguste Clot CR１１３の主題を写真製版
５７．８×４４．３ ６５．０×５０．６ Auguste Clot CR１１３の主題を写真製版

Georges Rouault（右下） ５８．０×４５．６ ６５．４×５０．１ Auguste Clot CR１５０の主題を写真製版
５８．０×４５．６ ６５．４×５０．１ Auguste Clot CR１５０の主題を写真製版

Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５９．３×４２．４ ６１．８×４４．８ ９０．４×６３．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐１
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ６１．０×４３．５ ６１．７×４４．２ ９０．７×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５８．７×４１．７ ６１．７×４４．７ ９０．４×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５８．３×４３．５ ６１．１×４６．１ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５８．９×３６．３ ６１．２×３８．３ ９０．２×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．２×４４．３ ６１．６×４４．７ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４０．５×５９．２ ４２．９×６０．６ ６３．５×９０．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５８．５×４３．７ ６２．３×４６．７ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４４．２×５８．８ ４６．９×６１．８ ６３．５×９０．３ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．４×４４．３ ６１．８×４４．８ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ６２．０×４２．６ ６８．６×４４．０ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５９．０×４２．６ ６１．８×４６．２ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．５×４４．３ ６１．７×４４．７ ９０．３×６３．４ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５９．０×４１．７ ６１．５×４３．４ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐２
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．８×４５．９ ６１．９×４６．２ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５９．０×４３．６ ６１．７×４６．０ ９０．６×６３．３ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５８．３×４４．１ ６１．２×４６．５ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐３
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５８．３×４３．３ ５９．９×４４．３ ９０．４×６３．６ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐４
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４４．０×５９．３ ４８．５×６３．３ ６３．５×９０．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐５
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．０×４３．０ ６１．３×４３．３ ９０．５×６３．２ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．３×４４．３ ６１．９×４４．７ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４４．８×５８．４ ５０．５×６１．１ ６３．５×９０．２ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５９．２×４２．５ ６１．８×４４．７ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐６
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５７．８×４４．０ ６０．５×４６．４ ９０．５×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４２．５×５８．０ ４５．２×６１．４ ６３．５×９０．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐７
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ５８．８×４３．０ ６１．８×４６．１ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 A‐８
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ６１．０×４４．４ ６１．７×４５．２ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 
Etat primitif hélio rayée nul GR（右下） ４４．２×５８．５ ４６．１×５９．５ ６３．６×９０．３ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５９．５×４５．５ ６１．７×４９．１ ９０．５×６３．４ Roger Lacourière 
Planches primitives hélios rayées GR（右下） ５９．０×３８．２ ６１．８×４０．６ ９０．３×６３．５ Roger Lacourière 

５０×２．３． ５７ ７１×２．３． ７７ ４４． ２０ （Macquart）６×３． 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐１



－１４－１

OGI CR AW ID 作品名（版画集・挿絵本） 制作年 技 法 ステート

６．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》不採用主題（sujet abandonné）のエリオグラヴュールによる第１ステートの刷り（３５点）

０５２ ２３５ ３２０５‐２ ６‐１ 《悪の華》［聖母子］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５３ ２３６ ３２０５‐３ ６‐２ 《悪の華》［シテールへの旅］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５４ ２３７ ３２０５‐４ ６‐３ 《悪の華》［埋葬］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５５ ２３８ ３２０５‐５ ６‐４ 《悪の華》［ローラ・ド・ヴァランス］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５６ ２３９ ３２０５‐６ ６‐５ 《悪の華》［正面を向いた女］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５７ ２４０ ３２０５‐７ ６‐６ 《悪の華》［女巨人１］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５８ ２４１ ３２０５‐８ ６‐７ 《悪の華》［聖骸布］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０５９ ２４２ ３２０５‐９ ６‐８ 《悪の華》［ベアトリーチェ（浄福を授ける女）１］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６０ ２４３ ３２０５‐１０ ６‐９ 《悪の華》［役職者］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６１ ２４４ ３２０５‐１１ ６‐１０ 《悪の華》［兄弟］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６２ ２４５ ３２０５‐１２ ６‐１１ 《悪の華》［差し向かい］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６３ ２４６ ３２０５‐１３ ６‐１２ 《悪の華》［主］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６４ ２４７ ３２０５‐１４ ６‐１３ 《悪の華》［幽霊］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６５ ２４８ ３２０５‐１５ ６‐１４ 《悪の華》［夜警］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６６ ２４９ ３２０５‐１６ ６‐１５ 《悪の華》［ベアトリーチェ（浄福を授ける女）２］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６７ ２５０ ３２０５‐１７ ６‐１６ 《悪の華》［期待］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６８ ２５１ ３２０５‐１８ ６‐１７ 《悪の華》［夢想］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０６９ ２５２ ３２０５‐１９ ６‐１８ 《悪の華》［秋の小曲（ソネ）］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７０ ２５３ ３２０５‐２０ ６‐１９ 《悪の華》［窓際の骸骨］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７１ ２５４ ３２０５‐２１ ６‐２０ 《悪の華》［理想］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７２ ２５５ ３２０５‐２２ ６‐２１ 《悪の華》［地獄堕ちの女］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７３ ２５６ ３２０５‐２３ ６‐２２ 《悪の華》［植民地生れの夫人に］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７４ ２５７ ３２０５‐２４ ６‐２３ 《悪の華》［左向きの幽霊］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７５ ２５８ ３２０５‐２５ ６‐２４ 《悪の華》［従僕］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７６ ２６０ ３２０５‐２７ ６‐２５ 《悪の華》［ローラ］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７７ ２６１ ３２０５‐２８ ６‐２６ 《悪の華》［夜景］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７８ ２６２ ３２０５‐２９ ６‐２７ 《悪の華》［死の舞踏］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０７９ ２６３ ３２０５‐３０ ６‐２８ 《悪の華》［ボードレールの墓］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８０ ２６４ ３２０５‐３１ ６‐２９ 《悪の華》［右を向いた裸の娼婦］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８１ ２６５ ３２０５‐３２ ６‐３０ 《悪の華》［腐屍１］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８２ ２６６ ３２０５‐３３ ６‐３１ 《悪の華》［右向きの骸骨］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８３ ２６７ ３２０５‐３４ ６‐３２ 《悪の華》［深き淵より］ １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８４ ２６８ ３２０５‐３５ ６‐３３ 《悪の華》［ベルト］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８５ ２６９ ３２０５‐３６ ６‐３４ 《悪の華》［避難する人］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート
０８６ ２７０ ３２０５‐３７ ６‐３５ 《悪の華》［横向きの裸婦］（A） １９２５頃 HG・紙 エリオグラヴュールによる第１ステート

７．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》不採用主題（sujet abandonné）の第１ステートの刷りにパステルで加筆したもの（１３点）

０８７ （２３５）１２５１６‐１ ７‐１ 《悪の華》［聖母子］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０８８ （２３６）１２５１６‐２ ７‐２ 《悪の華》［シテールへの旅］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０８９ １２５１６‐３ ７‐３ 《悪の華》［女巨人２］ １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９０ （２４９）１２５１６‐４ ７‐４ 《悪の華》［ベアトリーチェ（浄福を授ける女）２］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９１ （２５１）１２５１６‐５ ７‐５ 《悪の華》［夢想］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９２ （２５４）１２５１６‐６ ７‐６ 《悪の華》［理想］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９３ （２５５）１２５１６‐７ ７‐７ 《悪の華》［地獄堕ちの女］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９４ （２５６）１２５１６‐８ ７‐８ 《悪の華》［植民地生れの夫人に］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９５ （２６５）１２５１６‐９ ７‐９ 《悪の華》［腐屍１］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９６ １２５１６‐１０ ７‐１０ 《悪の華》［腐屍２］ １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９７ （２６８）１２５１６‐１１ ７‐１１ 《悪の華》［ベルト］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９８ （２６９）１２５１６‐１２ ７‐１２ 《悪の華》［避難する人］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆
０９９ （２７０）１２５１６‐１３ ７‐１３ 《悪の華》［横向きの裸婦］（B） １９２６‐２７頃 HG，パステル・紙 エリオグラヴュールの第１ステートに加筆

８．LES FLEURS DU MAL 銅版画集《悪の華》のための新しい習作（nouvelle étude）のエッチングによる第１ステートの刷り（１点）

１００ ２３２a ２３２ ３２０５‐１ ８‐１ 《悪の華》カーテンの前の裸婦 １９３０以降 E，R・紙 エッチングによる第１ステート

９．CIRQUE 挿絵本《サーカス》（未刊）不採用主題（sujet abandonné）の色版（planche pour les couleurs）を除く，墨版（planche pour le noir）による中間ステートの刷り（１点）

１０１ ２１３ ３２０６‐５ ９‐１ 《サーカス》黒い犬をつれた道化師 １９２８‐３２ HG，SA，R，B・紙（墨版） 中間ステート

１．CIRQUE DE L’ÉTOILE FILANTE 挿絵本《流れる星のサーカス》の墨版（planche pour le noir）を除く，色分解（décomposition des couleurs）された色版（planche pour les０
couleurs）による中間ステートの刷り（３点）

１０２（２５５）（３３４） ２０６‐６３ １０‐１ 《流れる星のサーカス》オーギュスト（A） １９３３‐３５ SA・紙（色版：７色） 中間ステート
１０３（２５５）（３３４） ２０６‐８３ １０‐２ 《流れる星のサーカス》オーギュスト（B） １９３３‐３５ SA・紙（色版：６色） 中間ステート
１０４（２５５）（３３４） ２０６‐７３ １０‐３ 《流れる星のサーカス》オーギュスト（C） １９３３‐３５ SA・紙（色刷り：１３色） 中間ステート （A）＋（B）

１１．FLEURS DÉCORATIVES 《装飾的な花》（ルオーの油彩画に基づくエスタンプ）の墨版（planche pour le noir）および色分解（décomposition des couleurs）された色版（planche 
pour les couleurs）による最終ステートの刷り（５点）

１０５ （２８７）３２０６‐１０ １１‐１ 《装飾的な花》（A） １９６０ SA，A，E，R・紙（墨版） 最終ステート
１０６ （２８７）３２０６‐１１ １１‐２ 《装飾的な花》（B） １９６０ SA，A，B・紙（色版：８色） 最終ステート
１０７ （２８７）３２０６‐１２ １１‐３ 《装飾的な花》（C） １９６０ SA，A，B・紙（色版：７色） 最終ステート
１０８ （２８７）３２０６‐１３ １１‐４ 《装飾的な花》（D） １９６０ SA，A，E，R，B・紙（色版：７色） 最終ステート
１０９ ２８７ ３２０６‐９ １１‐５ 《装飾的な花》（E） １９６０ SA，A，E，R，B・紙（色刷り：２２色） 最終ステート （A）＋（B）＋（C）＋（D）
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書 込 み I サイズ PM サイズ 紙サイズ 刷 師 注 記

３４．４×２５．６ ３６．５×２７．６ ４４．４×３５．６ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐２
２５．１×３４．３ ２７．６×３７．３ ３３．６×４４．６ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐３
２３．９×３３．８ ２７．８×３７．７ ３３．６×４４．５ （Macquart）
３４．６×２５．０ ３７．１×２７．７ ４４．３×３３．６ （Macquart）
３４．２×２５．５ ３２．３×２７．９ ４４．５×３３．５ （Macquart）
３４．２×２４．９ ３６．７×２７．８ ４４．４×３３．６ （Macquart）
３３．９×２３．８ ３７．２×２７．６ ４４．４×３２．２ （Macquart）
３３．８×２５．０ ３６．８×２７．８ ４４．５×３３．３ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐４
３３．９×２５．３ ３６．６×２７．６ ４４．６×３３．５ （Macquart）
３４．０×２５．５ ３６．６×２７．６ ４４．３×３３．５ （Macquart）
３４．３×２５．４ ３７．２×２７．７ ４４．２×３３．５ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐５
３３．５×２３．６ ３７．４×２７．７ ４４．４×３３．６ （Macquart）
３４．５×２５．２ ３７．２×２７．８ ４４．４×３３．５ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐６
３４．６×２５．３ ３７．１×２７．５ ４４．４×３３．５ （Macquart）
３４．７×２５．０ ３７．２×２７．４ ４４．５×３３．７ （Macquart）
３４．０×２５．０ ３６．７×２７．５ ４４．３×３３．４ （Macquart）
３４．４×２４．６ ３７．１×２７．８ ４４．４×３３．８ （Macquart）
３３．７×２３．９ ３７．３×２７．７ ４４．４×３３．６ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐７
３４．４×２５．４ ３７．１×２８．２ ４４．３×３３．５ （Macquart）
３４．５×２５．０ ３７．２×２７．５ ４４．１×３３．６ （Macquart）
３３．３×２４．１ ３７．３×２７．５ ４４．２×３３．５ （Macquart）
３３．５×２５．０ ３６．３×２７．５ ４４．６×３３．５ （Macquart）
３３．５×２３．５ ３７．３×２７．６ ４４．５×３３．５ （Macquart）
３４．３×２４．１ ３７．６×２７．８ ４４．５×３３．６ （Macquart）
３３．５×２３．５ ３７．３×２７．７ ４４．５×３３．６ （Macquart）
３３．８×２４．０ ３７．３×２７．９ ４４．５×３３．５ （Macquart）
２４．３×３４．１ ２７．８×３７．４ ３３．８×４４．３ （Macquart） 『出光図録』（２００８）参考図版 B‐８
３３．８×２４．４ ３７．０×２７．７ ４４．５×３３．５ （Macquart）
３４．２×２５．４ ３６．８×２７．６ ４４．３×３３．７ （Macquart）
３４．６×２５．４ ３７．３×２７．７ ４４．５×３３．６ （Macquart）
３４．８×２５．２ ３７．１×２８．２ ４４．５×３３．４ （Macquart）
３５．０×２５．５ ３７．２×２７．８ ４４．５×３３．５ （Macquart）
３４．１×２４．０ ３７．３×２８．０ ４４．３×３３．６ （Macquart）
２４．０×３４．８ ２７．５×３７．２ ３３．６×４４．５ （Macquart）
３３．５×２５．４ ３６．１×２７．８ ４４．３×３３．６ （Macquart）

Epreuve primitive（余白左上）；À reserver（余白左下） ３４．５×２５．７ ３６．７×２７．７ ４４．５×３３．５ （Macquart）
２５．０×３４．４ ２７．６×３７．４ ３３．５×４４．５ （Macquart）

Epreuve primitive（余白左上） ３４．３×２４．０ ３７．３×２７．２ ４４．７×３３．５ （Macquart） AW２４０と類似しているが別主題
Epreuve primitive（余白左上）；Pas de main-À revoir（余白左下） ３４．６×２５．０ ３７．３×２７．４ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上） ３４．５×２４．６ ３７．５×２７．９ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上）；À revoir（余白左下） ３４．６×２５．０ ３７．４×２７．１ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上） ３３．４×２４．０ ３７．６×２７．６ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上） ３３．６×２５．３ ３６．３×２７．６ ４４．５×３３．５ （Macquart）

３４．６×２５．３ ３７．３×２７．８ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上）；À reserver（余白左下） ３４．０×２４．０ ３７．６×２７．８ ４４．５×３３．５ （Macquart） CR２２４と類似しているが別主題
Epreuve primitive（余白左上） ３４．０×２４．０ ３７．４×２７．８ ４４．５×３３．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上） ２４．０×３４．６ ２７．８×３７．３ ３３．５×４４．５ （Macquart）
Epreuve primitive（余白左上） ３３．６×２５．５ ３６．３×２７．７ ４４．５×３３．５ （Macquart）

４７×２．３． ６０ ７８×２．３． ８７ ４４． ５５×３３．

２４×２．３． １４ ５７×２．３． ５６ ４４． ２５３×３． Maurice Potin ‐『出光図録』（２００８）参考図版 C１

３０．７×２１．２ ３１．５×２２．０ ４４．１×３２．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐２
３１．１×２１．２ ３１．６×２２．０ ４４．０×３２．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐３
３０．８×２１．２ ３１．５×２２．０ ４４．３×３２．６ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐４

G Rouault（右下） ５５．７×３８．３ ７５．９×５６．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐５
５５．５×３８．２ ７５．９×５６．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐６
５５．６×３８．１ ７５．８×５６．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐７
５５．７×３８．０ ７５．９×５６．５ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐８

G Rouault（右下）；２５／１７５（余白左下） ５５．７×３８．２ ７５．９×５７．０ Roger Lacourière 『出光図録』（２００８）参考図版 C‐９




